
　
　

条
例
制
定
の
目
的
と
理
念

現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
し
、
情

報
化
の
進
展
に
伴
っ
て
部
落
差
別
に
関
す

る
状
況
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
令
和
３

年
４
月
「
橋
本
市
部
落
差
別
の
解
消
を
推

進
す
る
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

　
　

市
の
責
務
と
市
民
・
事
業
者
の
役
割

条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
市
に

は
責
務
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
に

に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
り
ま
す
。

●
市
の
責
務

市
民
や
事
業
者
、
国
・
県
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
部
落

差
別
の
解
消
に

関
し
て
必
要
な

施
策
を
講
じ
ま

す
。
ま
た
、
情

報
の
提
供
や
助

言
な
ど
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

●
市
民
の
役
割

市
の
施
策
へ
の
協
力
や
、
必
要
な
役

割
を
果
た
す
よ
う
努
め
ま
す
。

●
事
業
者
の
役
割

市
の
施
策
へ
の
協
力
や
、
従
業
員
の

人
権
意
識
の
高
揚
な
ど
必
要
な
取
組
み

を
行
う
よ
う
努
め
ま
す
。

差別のない社会を目指して 差別のない社会を目指して

部
落
差
別
の
解
消
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
努
め
、

差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

【
人
権・男
女
共
同
推
進
室
】

橋
本
市
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
条
例
を
施
行
し
ま
し
た

人権週間
12月４日～10日

同和運動
推進月間

11月１日～30日

人権を考える強調月間11月11日～12月10日

差
別
の
な
い

　
　

社
会
を
目
指
し
て

条 現第39回和歌山県小学校
人権の花運動

和歌山県人権啓発活動ネットワーク協
議会が、次代を担う小学生と人権擁護委
員が協力して花を育てることを通じ、豊
かな人権感覚を身につけることを目的に
実施しています。
本年度は、市内小学校から境原小学校
が最優秀賞に選ばれました。
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市
の
具
体
的
な
取
組
み

●
差
別
を
行
な
っ
た
者
へ
の
指
導
・
助
言

部
落
差
別
を
行
な
っ
た
市
民
や
事
業

者
な
ど
に
対
し
て
、
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
差
別
を
行
わ
な
い

よ
う
指
導
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

指
導
に
従
わ
な
い
場
合
は
勧
告
し
ま

す
。
勧
告
に
従
わ
な
い
事
業
者
が
あ
る

時
は
、
差
別
が
あ
っ
た
こ
と
を
公
表
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
差
別
解
消
の
た
め
の
教
育
と
啓
発

部
落
差
別
を
解
消
す
る
た
め
、
人
権

講
演
会
や
出
前
講
座
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
、
必
要
な
教
育
と
継
続

的
な
啓
発
を
行
い
ま
す
。

●
相
談
体
制
の
充
実

市
民
や
事
業
者
か
ら
の
相
談
に
対
応

す
る
と
と
も
に
各
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
の
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
差
別
的
な
書
込

み
の
監
視
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
的
な
書

込
み
な
ど
を
監
視
し
、
差
別
と
認
め
ら

れ
る
書
込
み
が
あ
れ
ば
、
削
除
要
請
を

行
い
ま
す
。

　
　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重
し

　
　

差
別
の
な
い
社
会
へ

人
権
と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
り
、

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い

る
人
間
と
し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め

の
権
利
で
す
。

社
会
構
造
の
変
化
や
急
激
な
情
報
化
社

会
の
進
展
に
伴
い
、
人
権
を
め
ぐ
る
状
況

は
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
度
に
橋
本
市
人
権
施
策

基
本
方
針
を
改
訂
し
、
新
た
に
「
性
的
少

数
者
の
人
権
」
と
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
人
権
」
を
分
野
別
の
人
権
課
題
と
し
て

追
加
し
ま
し
た
。

●
性
的
少
数
者
の
人
権

多
様
な
性
の
あ
り
方
が
あ
る
こ
と
を

多
く
の
人
が
認
識
し
、
性
的
少
数
者
へ

の
理
解
が
進
む
よ
う
に
学
校
や
職
場
な

ど
で
の
啓
発
を
進
め
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
教
育
・
啓
発
に
努
め
、
差
別

的
な
書
込
み
な
ど
の
削
除
要
請
を
徹
底

し
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
基
本
方
針
に
の
っ
と
り
、

部
落
差
別
の
解
消
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
み
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
「
こ
の
ま
ち
に
、

住
ん
で
み
た
い
」
「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

ＤＶに遭っていませんか？
ＤＶとは、配偶者や恋人など親密な関係にあ

る（あった）人から振るわれる身体的、精神的、
性的、経済的暴力のことで、犯罪となる行為を
含む重大な人権侵害です。
ＤＶを受けた場合は、迷わずに次の専門窓口

に相談してください。
●ＤＶ相談ナビ　電話番号#8008
※命の危険を感じた場合など、緊急時には警
　察署へ110番通報してください。

女性の人権ホットライン
法務局職員または人権擁護委員が女性に関す
るさまざまな人権相談に応じます。相談は無料
で、秘密は厳守されます。
●日時　11月12日㈮～18日㈭
　　　　午前８時30分～午後７時
　　　　※土・日曜日は午前10時～午後５時
●電話番号　☎0570 -070 -810（全国共通）
●問い合わせ　和歌山地方法務局人権推進課
　　　　　　　☎073 -422 -5131

 　
　

私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

　
　

差
別
事
件
は
起
き
て
い
ま
す

令
和
２
年
度
に
県
内
で
発
生
し
た
差
別

事
件
は
26
件
で
、
内
訳
は
同
和
問
題
が
23

件
、
障
が
い
者
差
別
が
２
件
、
外
国
人
差

別
１
件
で
し
た
。
そ
の
内
、
市
内
で
は
電

話
に
よ
る
同
和
地
区
の
差
別
発
言
が
２
件
、

障
が
い
者
差
別
が
２
件
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
多
く
の
人
権

侵
害
が
発
生
し
て

お
り
、
部
落
差
別

な
ど
の
書
き
込
み

に
対
し
、
県
や
市

か
ら
削
除
要
請
を

行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
削
除
さ
れ
て

い
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　
　

部
落
差
別
の
解
消
に
向
け
た

　
　

国
や
県
の
取
組
み

平
成
28
年
12
月
に
「
部
落
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
施
策
の
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
２
年
３
月
に
は
「
和
歌

山
県
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
令
和
２
年
12
月
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
部
落

差
別
の
解
消
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
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